
令和５年度 第７回 砂川市立小中学校統合準備委員会 次第 

 

 

日 時 令和５年 12月 26日（火） 18:00～ 

場 所 砂川市役所 ２階大会議室 

 

 

 

１．開  会 

２．挨  拶  統合準備委員会会長 

３．報告事項   

   ・義務教育学校の開校に向けた提言書（校名について）について 

   ・乗り入れ授業について 

 

４．協議事項 

①義務教育学校の制服について 

②スクールバスの運行について 

 

５．そ の 他  

６．閉  会 

 

 

 

別添資料 

別添１ 義務教育学校の開校に向けた提言書（校名について） 
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義務教育学校の開校に向けた提言書（校名について）について 

 

 【日 時】 令和５年１２月８日（金） １３時 

 

【場 所】 砂川市教育委員会教育長室 

 

【提言書】 別添１のとおり 

 

 

乗り入れ授業について 

 

 

 【日 時】 ①令和５年１１月２７日（月） １０：４５～１１：２５ 

       ②令和５年１１月２９日（水） １３：２０～１５：００ 

       ③令和５年１２月１１日（月） １３：２０～１４：０５ 

       ④令和５年１２月１２日（火） １３：２０～１５：００ 

       ⑤令和５年１２月１３日（水） １３：２０～１４：０５ 

 

【場 所】 砂川中学校 

 

【教 科】 ①社会 

      ②国語、音楽、技術 

      ③英語 

      ④数学、体育 

      ⑤体育 

 

【参加者】 ①中央小学校 ５年生 １８名、空知太小学校 ５年生 １９名 

      ②中央小学校 ６年生 ２３名、空知太小学校 ６年生 １７名 

       北光小学校 ６年生  ８名 

      ③豊沼小学校 ５年生 １０名、北光小学校 ５年生  ７名 

      ④砂川小学校 ６年生 ２２名、豊沼小学校 ６年生  ８名 

      ⑤砂川小学校 ５年生 ３５名 

合計 ５年生 ８９名、６年生 ７８名 
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義務教育学校の制服について 

 

 令和８年度に義務教育学校が開校するにあたり、新たに指定制服・指定ジャージ・指定上靴（以

下「制服等」という。）をどうするのか検討しなければなりません。制服等の導入時期について

は、令和８年度の開校に合わせて導入することが決定されておりますが、何年生から着用するの

かやデザインはどうするのかなどの検討が必要となります。 

 

〇制服等の決定に係る検討事項 

  ①何年生から制服等を着用するのか 

   ・１年生から 

   ・２ndステージ（５年生）から 

   ・中学１年生に当たる７年生から 

   ・３rdステージ（８年生）から 

   

  

  ②制服のデザインはどうするのか 

   ・ブレザー 

   ・詰襟、セーラー 

 

 

  ③制服等業者はどうするのか 

   →制服・ジャージについて業者選考会（公募型プロポーザル）を実施する。 

     

 

④業者選考会はどうするのか 

   →統合準備委員を選考委員として、別紙実施要領（案）及び評価基準表（案）により公募 

型プロポーザル（企画提案）方式により実施する。なお、制服、ジャージと評価を分けて 

実施するが、同一業者がそれぞれ最高得点をとった場合については、同一業者を指定業者 

とする。 

 

 

  ⑤デザイン案の検討及び決定について 

   →ＰＴＡ組織によりデザイン案を検討し、児童・生徒や保護者の意見も取り入れながら決 

   定する。 

 

 

  ⑥今後のスケジュール（予定）について 

   ・令和６年１月中旬・・・プロポーザル実施要領の公表 

３月 26日（火）18時～・・・業者選考会 

        ６月～12月・・・デザイン検討 

   ・令和７年１月～３月・・・デザイン決定 

４月～９月・・・制服販売店決定 

        12月・・・制服合わせ、注文 

   ・令和８年３月・・・納品 

  

協議事項① 
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利用料金
通学支援策として、現行に引き続き「無料」とす

る

乗車対象者の基準における境界線について

検討スケジュール3

対 象 者

協議事項 協議時期

⑤その他について

９月～1１月①対象者について

②利用料金、一般利用について

③停留所、運行経路について

④運行回数等の運行内容について
１２月～３月

第３～５回委員会

第６回委員会～

スクールバスの運行について

2 本会議の協議事項

項目 内容 確認

1 前回までの確認事項

項目 内容 確認

対 象 者
1stステージで２㎞以上、2nd3rdステージで３㎞
以上の区域に居住する児童生徒をスクールバス
の乗車対象者とする

確認済

協議事項②



説明資料

スクールバスの利用料金について

乗車対象者基準における２㎞及び３㎞の境界線
の考え方について



スクールバスの利用料金について

⚫小中学校の適正配置により遠距離通学となる児童

生徒に対し、通学支援策としてスクールバスを運行

するため、中学校統合時と同様に、利用料金につい

ては無料としたい。
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乗車対象者基準における２㎞及び３㎞
の境界線の考え方について①

⚫乗車対象者の基準は、
「1stｽﾃｰｼﾞ2㎞以上 ・ 2nd3rdｽﾃｰｼﾞ3㎞以上」

⚫乗車対象者の基準は、２地点間（義務教育学校から自宅まで）
を徒歩経路で算出（他市町においても、同方法か統合前校区
（旧石山中校区のような）で整理が大半）

⚫線引きは、条丁又は条丁番で行う。線引きが難しい地区は、例
として「○○道路より南で乗車基準に該当する児童生徒」のよう
な設定で整理することとしたい
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乗車対象者基準における２㎞及び３㎞
の境界線の考え方について②

① 対象の区域に居住する児
童生徒は全て乗車対象

利用者が住所から対象かどうか
すぐにわかるため、周知等も含め
簡潔である。ただし、隣接する区
域で同距離の世帯があった場合
に不公平感が生じる可能性があ
る。

線引きする際に、同じ条丁・条丁番で乗車基準を満たす世帯と満た
さない世帯があることから、以下の２案いずれかで整理する

② 対象の区域内で乗車基準に
満たないものは、乗車不可

乗車基準を満たす世帯のみが乗車
する一律した運用が可能となる。た
だし、「○条○丁目○番で乗車基
準を満たす」との規定にした場合に、
利用者が実際に対象かどうかわか
りにくく、周知等も含め煩雑になる。
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児童生徒数が特に少ない地域について

乗車基準を完全に満たす地域

◼ 富平全域

◼ 一の沢全域

◼ 袋地全域

◼ 豊沼町全域

◼ 西豊沼全域

乗車基準内外が混在する地域

 焼山

 宮城の沢

 北・南吉野

 東豊沼
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上記地域は、道路・河川・用水路で線引きをし、
その後乗車基準に照らし委員会で対象者を確認及
び利用者周知することとしたい


